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意思決定マネジメントは、ビジネスルールと高度な分析技術

を採用すればするほど強力なアプローチとなる。      

本マニフェストは、このアプローチの主要な原則について 

解説している。 

意思決定マネジメントのマニフェストは、意思決定マ

ネジメント・アプローチを採用し、状況による効果

的な適用とテクノロジーの投資価値を高めるよ

うに制定されている。 . 

意思決定マネジメントは、アプローチと

技術の両面から構成されている。意思決

定マネジメントは、ビジネスルール、ア

ナリティクス、最適化の技術を効果的に

適用することでビジネスの核となる意思

決定を統制・管理・自動化することができ

る。 それゆえ、意思決定マネジメントはテ

クノロジーベースとして、お互い関係を持ち

合う補完的なアプローチであるとも云える。 

ビジネスルールは、ビジネスルールマネジメントシス

テム（BRMS）と同様に、 意思決定マネジメントシステム

（BDMS）でもその中核となる。ビジネスルールすべてが意思決定マネジメ
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ントを可能とする訳ではないが、意思決定マネジメントはビジネスルールテ

クノロジーを効果的に適用することで、その 投資効果（ROIを最大化でき

る。また、データマイニングと予測分析は、分析インサイト（洞察）を提供

し、 ダッシュボード及びレポートを活用することで戦略的な意思決定に近

づける改善が行えるようになる。意思決定マネジメントは、重要で多くの日

常業務の意思決定を分析することでその価値の多様化を図ることができる。 

最適化の技術は、複雑なスケジューリング及び割り当ての課題解決に使用さ

れるので意思決定マネジメントに最適化技術として統合できる。 

本書は、マニフェスト作成の動機「なぜ作成したのか、なぜ組織と個人が 

マニフェストをサポートしているのか」について記述し、5つのセクション

にわたり、それぞれの理由とその優れた提案について解説する。 
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1 意思決定ファースト  

1.1意思決定（特に業務上の意思決定）は、組織上の評価基準や目標を業務システムと連携 

するものである。  

1.2意思決定は、ビジネスプロセスやデータのように中核となるオブジェクトであり、ビジネ

ス・アーキテクチャーの一部として、ビジネス用語で特定、記述、モデリング（ITプログ

ラム化）、レビュー及びマネジメントされるべきである。 

1.3意思決定は、ビジネスルールやアナリティクスをどのように使用するかを検討する前に、

まずはモデリングされるべきである。 

1.4意思決定は、ビジネスプロセスの支援やイベントへの対応をサポートするが、プロセスや

イベントのいずれにも包含されず、プロセス上の表現やマネジメントをシンプルにする 

ものである。 

1.5各専門家（ビジネス、IT、アナリティクス）の全てが、意思決定を特定、記述、モデリング、 

レビュー及びマネジメントを行う役割を担うべきである。 

2 意思決定は、明示的にデザインすべきである  

2.1意思決定を定義する最善の方法は、質問に対する既知からなる一連の回答から順に定義 

することである。  

2.2意思決定を下すには、取引情報・参照データ・その他の検証可能な確定情報などの定義済

みの情報としての「入力データ」が必要である。 

2.3意思決定を下すには、下位の意思決定を下す情報（回答）が必要になることがよくある。 

2.4意思決定には、意思決定がどのように行われるべきかを定義する根拠（権限）としての 

ポリシー・規制・ベストプラクティス・専門知識などがある。 

2.5意思決定には、それがどのように改善され、より一層の正確さを示す規定・予測を明示で

きる分析インサイトがありうる。 

2.6すべての意思決定が自動化されるわけではないが、マニュアルでの意思決定のモデリング

が可能であり、マネジメントすることができる 

3 意思決定マネジメントテクノロジーを使用する  

3.1 意思決定がどのように処理されるかの詳細は、ビジネスルール、デシジョンテーブル、      

デシジョンツリー、分析モデル、最適化アルゴリズム、その他のデシジョン・メタファで 
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表現される。 

3.2 意思決定ソリューションを実装する際には、テクノロジー（ビジネスルール、データマイ 

ニング、予測分析、最適化）の適切な組み合わせが必要となる。 

3.3 テクノロジーが意思決定に適用できれば、意思決定者へのサポートとその意思決定を完全

に自動化することやマネジメントすることができる。 

3.4 テクノロジーは、意思決定及びそれに依存する意思決定やモデルまたはプロセスの一部   

の意思決定に適用できる。 

 

 

4.意思決定マネジメントシステムとして展開する 

  4.1意思決定マネジメントシステムは、意思決定サービスや意思決定のマネジメント支援の   

インフラストラクチャから構成される。ビジネスプロセスやユーザーインターフェイスに埋   

め込まれたビジネスルールやアナリティクスだけではない。 

4.2意思決定マネジメントシステムは、意思決定を既存のシステム、ビジネスプロセス、また  

はイベントプロセス環境から切り離して提供する。 

5 意思決定マネジメントシステムは何を実現できるのか 

  5.1デザインの透明性 ：将来的にどのように意思決定が行われるかを正確に把握できる。 

5.2実行の透明性   ：過去の具体的な意思決定がどのように実行されたかを再構築できる。      

5.3影響分析          ：変更処理が行われる前に、ビジネスへの影響を検証できる。 

5.4一連の業務改善    ：継続的な改善、テスト、学習、実験、適応の実現を可能にする。
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なぜ意思決定マネジメントのマニフェストか？ 

メリアム・ウェブスター辞典によると、マニフェストとは「発行者の意図、

動機、または見解を公然と宣言する文書」である。そこで、意思決定マネジ

メントのマニフェストは、ビジョンを共有する Decision Management Solutions

社、個人、企業による意思決定マネジメントに関する考えを公に宣言したも

のである。  

本マニフェストは、特定ベンダーの技術、開発方法論またはアプローチに 

特化したものではなく、広く適用されるものである。また表記法でもないが、

読者独自のテクニックで適用できる主要な原則としてお勧めする。     

効果的で最善な方法とそれ以外の効果的でないものとを区別するために読者

が使用できることを意図して作成している。 

 

このマニフェストを公開することで、 

} ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

} ⌂♥◒ⱡ꜡☺כ╩ ⌐ ∆╢√╘─ⱨ꜠כⱶ꞉כ◒╩ ∆╢⁹ 

} ⌐│ ⇔⌂™≢™ↄ≈⅛─ ⌂ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻╩ ∆╢⁹ 

理解の混乱を軽減する 

「意思決定マネジメント」という言葉は有名になりつつある。 ビジネス  

ルールベンダーは、この言葉を使用して製品を提供している。一方アナリテ

ィクスベンダーは、意思決定マネジメントをリアルタイム、オペレーショナ

ルアナリティクスのユースケースと呼んでいる。訴求度を高める双方ベンダ

意思決定マネジメントは、日々の業務を改善するアプローチで、 システムのモニターと変更を 

容易に実現して、ビジネスの俊敏性と適応性を高める。それはビッグデータにより、あらゆる 

行動の効果と収益性を改善するように働きかけられる。意思決定マネジメントは、革新的なテク

ノロジーである ビジネスルール、予測分析、最適化などを効果的に適用するための実証された  

フレームワークである。 
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ーの努力は有難いことだが、潜在的な混乱をもたらす。 そこでマニフェスト

を公開することで、いくつかのことを明確にしたい。 

} ⱴⱠ☺ⱷfi♩⁸ⱦ☺Ⱡ☻ꜟכ♦⁸ꜟכ♃ⱴ▬♬fi◓/ │

∆╢ ╙№╢⅜ ∂≢│⌂™⁹ 

} ⱴⱠ☺ⱷfi♩│⁸ ⌐ ∂≡ ─♥◒ⱡ꜡☺כ╩ ╖ ╦∑

≡ ─ ⁸∆⌂╦∟ ₁─ ╩ ה ה ∆╢▪ⱪ

 ⁹╢№≢♅כ꜡

} ⱦ☺Ⱡ☻ꜟכ♦⁸ꜟכ♃ⱴ▬♬fi◓/ ⅔╟┘ ─ │⁸ 

─ ⌐ ∆╢↓≤╙≢⅝╢⁹ ⅎ┌⁸ ⅜

⌂ ╩ ℮ ⁸ⱦ☺Ⱡ☻ꜟכꜟ╩    כ♃fi▬כ◙כꜚ≡⇔

ⱨ▼▬☻╩ ♃כ♦⁸╡√⇔ ╩ ╘╢↓≤╙≢⅝╢⁹ 

テクノロジーのフレームワーク 

大企業ではビジネスソリューションよりはテクノロジーに焦点を当て、先に 

テクノロジーを購入し、そのテクノロジーを効果的に採用するために必要な

フレームワークやアプローチを後回しにしてしまうという残念な傾向がある。 

このようにして購入されたテクノロジーは、通常、従来のプロジェクト  

マネジメントやシステム開発フレームワークに適用されてしまい、効果が 

発揮できていない。 

例へば、ある組織はビジネスルールマネジメントシステムを採用するが、既

存のアプローチ（ウォーターフォールかアジャイルに関わらず）とレガシー

な要求管理テクニックを使用してプロジェクトを推進する。        

その結果、コストが高く、俊敏性も低くなり、その成果は惨憺たるものとな

る。アナリティクスの最前線では、最初に真のビジネス理解を行うことなく、

予測分析を既存のレポートティング基盤に組み込み、結果として十分に活用

されない分析モデルを生み出している。 

意思決定マネジメントのマニフェストと意思決定マネジメントをより広範に

適用することにより、これらの強力なテクノロジーが上手く採用されて多様

な可能性が提供できる。 特に、意思決定に焦点を当て、その決定を特定、設
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計、マネジメントできる第一義的な目的として扱うことで、ビジネスルール

と予測分析テクノロジーの両方の成功を推進できるようになる。 

ベストプラクティスの共有 Sharing Best Practices  

Decision Management Solutions 社は長年にわたり、ビジネスルールと予測分析

を活用し、多くの成功事例となるベストプラクティスを開発してきた。   

本マニフェストは、このベストプラクティスの中核となるものである。 

散見する最悪のプラクティスは、ビジネスルールや予測分析を使用して改善

したいと願っている意思決定について、意思決定と意思決定のスループット

を向上させることができないと諦めてしまうことである。  

 

 

 

本マニフェストにより、単にテクノロジーを採用することで何らかの改善を

期待することではなく、改善が必要な意思決定を実際に設計することが極め

て重要であることを理解することである。 

ビジネスルールプロジェクトと予測分析プロジェクトは、意思決定のトップ  

ダウンメカニズムを執らずに、最初から細部に焦点を当てると上手くいかな

い。 ビジネスルールプロジェクトは、最初にビジネスルールの収集と文書化

することに焦点を当てると、その結果「大きなバケツ一杯のルール」になっ

てしまい、管理や実装が難しくなり、際限がなくて使い物にならなくなって

しまう。 

また、予測分析プロジェクトは、予測性の高いモデルを構築することだけに

焦点を当てると、ビジネスモデルの内容と効果的な使用に支障を来すことに

なる。 そうではなく、最初から関与する意思決定をトップダウン（目的）に

焦点を当てれば、改善される結果を得るために必要なビジネス構造、内容、

知見が表現できることになる。 



 
 

 

マニフェスト（日本語版 V1.5） 

© 2017 Decision Management Solutions 8 

反復的なアプローチが、ビジネスルールと予測分析の両方

にとって重要である。 意思決定マネジメントのモデリング

は、この反復性を強化するために意思決定プロジェクトの 

フェーズ化とその順序性を満足する構造を提供する。 

最後に、これらのテクノロジーによる成功は、当該事業、 

IT及びアナリティクスの各専門家がより効果的な連携を組

む度合いにより決まる。 意思決定は、その成功のための交点、接着剤として

働くことで、意思決定モデルはいろいろなスキルセットをまたがった効率的

な作業を可能にする。 
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本マニフェストの説明  

１． 意思決定ファースト  

意思決定を効果的に管理するには、意思決定に焦点を当てる必要がある。 

多くの ビジネスルールからいくつかの意思決定を導出し、分析アプローチ 

からサポートされる意思決定を推論することは可能である。 しかしながら、

これでは意思決定をビジネス・アーキテクチャーの重要な要素というよりは、

副次的な資質として扱ってしまっている。仕様や実装の詳細に焦点を当てる

前に、明示的にすべき意思決定を特定し、次に残りの意思決定をビジネス・

アーキテクチャーへマッピングして、意思決定の設計、モデリングが行える

ことが重要となる。 

ところで、あらゆる種類の意思決定が意思決定マネジメントのアプローチに 

適しているわけではない。 対象とする意思決定は次のとおり。 

} ╡ ⇔  

ⱴⱠ☺ⱷfi♩│⁸ ⅜ ╙ ╙ ╡ ⇔≡ ℮ ⌐

∆╢╙─≢№╡⁸ ╡─ ≢│⌂™⁹ 

} ▪◒◦ꜛfi  

─ │⁸ ⅎ╠╣╢▪◒◦ꜛfi─ ⅛╠ 1≈╩ ⇔≡  

∆╢↓≤≢№╢⁹  

} ⌂╙─≢⌂™ 

⅜ ⌐ ⌂╙─≢№╣┌⁸ ╩⅛↑≡ ∆╢ │⌂™⁹

─ⱳꜞ◦כ╛ ⅜ ↕╣√╡⁸ ∆═⅝○ⱪ◦ꜛfi⅜ ⌐ 

╦√∫≡™√╡⁸ ╩♃כ♦─ ⇔√╡⁸ ⅜ ⌐ ↕╣

√╡∆╢ │⁸ ⱴⱠ☺ⱷfi♩┼─ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

}    

ⱴⱠ☺ⱷfi♩┼─ │⁸ ⌂ⱦ☺Ⱡ☻ ╩ ≈

─ ╩ ℮↓≤⌐ ∆╢⁹ 

ビジネスとは、時間の流れと共に行われる一連の意思決定と考えることが 

できる。 各々の意思決定、各々の選択は、ビジネスの形跡に影響を与える。 

製品、サプライヤー、顧客、施設、従業員などを選択することは意思決定に

他ならない。 実際、意思決定は、ビジネスの成否に影響を及ぼす重要な要素
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である。 結果として、すべての意思決定は、それが影響を及ぼす目標または

性能指標にリンクができるか、または関連をとるべきである。 これにより、

ビジネスの理解という観点から意思決定の価値を測ることができる。 

意思決定はビジネスプロセスにとって非常に重要なものであるが、単なる 

ビジネスプロセスの一部ではない。 意思決定をビジネスプロセスと同格の 

ものとしてマネジメントする組織は、プロセスをよりシンプルでスマートに、

より俊敏にすることができる。 また、プロセス上で意思決定が再利用される

ため、付加的な効果も得ることができる。 意思決定に焦点を当てることによ

るもうひとつの利点は、プロセスをより顧客指向にし、パーソナライズしや

すくすることである。 

2. 意思決定を明示的にデザインする  

意思決定は、ビジネス・アーキテクチャーのあらゆるコンポーネントと同様

複雑になる可能性がある。 単にそれらを特定して名前や説明を付けるだけで

は不十分である。 意思決定マネジメントを成功裏に活用している組織は、 

実装の詳細に突入する前に、意思決定を明示的にモデリングし、設計をする

ことに投資することで一層の成功を積み上げている。 

インターフェイス・ファーストのデザインが SOAでうまく機能するのと同じ

ように、質問ファーストのデザインが意思決定マネジメントでは上手く機能

する。 尋ねる質問と想定内の回答の観点から意思決定を記述することが、 

ビジネス・アーキテクチャーの他要素とビジネス・アーキテクチャーとの 

統合を容易に設計できるようになる。 

Object Management Group で開発している「意思決定モデルと表記法」の仕様

標準（すでに DMN仕様 ver1.1 として発行済：訳者註）は、意思決定の設計

について解説している。 これは、さまざまなアプローチを使って適用され、

スキルと意思決定モデルの再利用が可能で、プロジェクトやプラットフォー

ム間で共有することができる。 
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表記法は、意思決定の詳細なモデリング、その意思決定をするのに必要な  

情報の詳述、デシジョンテーブル形式による意思決定の表記を支援する。 

この表記法はポリシー、規制、分析的インサイトまたは知見のような意思 

決定に至る多くの種類のノウハウを管理するために拡張できるように規定 

されている。 

 

図 1:  意思決定モデルの例（意思決定要求ダイアグラム） 

 
©2014-2017Decision Management Solutions 

3 意思決定マネジメントテクノロジーを使用する 

意思決定マネジメントシステムは、意思決定マネジメントシステム特有で、 

新たに推進する４つの面からなるテクノロジーから形成される。 

} ≤ ╩ ∆╢√╘─ ꜡☺♇◒╩ ⁹ 

⌐ⱦ☺Ⱡ☻ꜟכꜟ◄fi☺fi╩ ⇔≡⁸ ꜡☺♇◒╩   

╟╡ ⌐ ∆╢⁹ 

} ⌂ ╩ ℮√╘⌐ ╩ ╖ ╗⁹ 

ⱴ▬♬fi◓⁸♃כ♦ ꞉כ◒ⱬfi♅⁸Ɽ♇◔כ☺ ↕╣√ ⸗♦

ꜟ⁸ ⌂≥ ─♥◒ⱡ꜡☺כ╩ ⇔≡⁸ ╩♃כ♦  

⇔≡▬fi◘▬♩ ╩ ⇔⁸ ⌐ ≈ ⌐ ∆╢⁹ 
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ⱨ⇔⁸○♪כ꜠♩╩ { ╩◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⇔≡ ⌂ ╩ ⁹ 

ⱬכ☻─ ╩ꜟכ♠ ⇔≡™╢ ╙№╣┌⁸ ╩ ⇔ 

─ ╩ ∆╢ ╙№╢⁹ 

} ╩ ╠⅜⌂⇔כ♃♬⸗⌐ ∆╢⁹ 

↓╣╠─⸗♬♃ꜞfi◓─♥◒ⱡ꜡☺⁸│≡⇔≥כ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⁸▬fi

Ɽ◒♩ ⁸Ɽⱨ◊כⱴfi☻ ⌂≥⅛╠ ╡⁸ ⌂ ≤ ⌂

≢ ⌂ ◘ⱳכ♩╩ ∆╢⁹ 

図 2:  4 つの機能 

 

上記 4つの機能は、あらゆる状況での意思決定の完全な自動化に使われて 

いる。一般的には意思決定の要素の一部として、より焦点を当てられている

ものである。 

実際には、これらは意思決定モデルを使用して、意思決定サポートと意思 

決定マネジメント両方の機能として提供される。 
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4.意思決定マネジメントシステム(BDMS )        

Business Decision Management System として展開; 

意思決定に焦点を当てた当然の成果として、意思決定を明示的に行うための

システムとして展開されることになる。 従来は、意思決定者にいくらかの 

インサイトとデータを提供するように設計された意思決定支援システムのみ

が考えられていた。 

現在、意思決定の自動化や意思決定マネジメント・アプローチの効果を高め

る新しい機能で意思決定の継続的な管理および革新を実現することが可能に

なっている。この機能は、重要な意思決定の自動化と能力のある意思決定の

分析ツールを使用することで、幅広い分野にわたる意思決定マネジメント 

システムへと進化させている。 

この主眼はサービス指向アーキテクチャー（SOA）でうまく機能し、SOA 

アプローチとして容易に統合できる意思決定サービスとして提供されている。 

この意思決定サービスは、従来のアジャイルとテスト主導のアプローチを 

採用して作成される。 

 ビジネスルール、アナリティクス及び最適化の技術によってサポートされ、 

改善とその効果を保証している。ビジネスプロセスマネジメントシステム

（BPMS）を使用して、ビジネスプロセス上のサービスを実装しているか、 

イベントベースまたはケースマネジメントシステムを構築しているか、さら

にパッケージ化されたアプリケーションやレガシーアプリケーションの  

モダナイゼーションとして拡張されているかに関わらず、意思決定マネジ  

メントシステムは付加価値を提供できる。 

5 .意思決定マネジメントシステム(BDMS)  

意思決定マネジメントシステムは、俊敏（アジャイル）で、分析可能で   

適応性に富んでいる。 

} ▪☺ꜗ▬ꜟ ≢№╢⁹ 
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ⱦ☺Ⱡ☻ꜟכꜟ─ ⌐ ╩ ⅝⁸⇔⅛╙ ⌐≈™≡ ⌐

⇔≡™╢─≢⁸ⱦ☺Ⱡ☻─ ⁸ⱦ☺Ⱡ☻─ ≤ ⌐ ∂√ ⌂

╩ ≢⅝╢⁹ 

} ≢№╢⁹ 

─♃כ♦ ╛ ╩ ⌐∆╢√╘≢│⌂ↄ⁸ ╩♃כ♦─

∆╢↓≤≢⁸◦☻♥ⱶ⅜≥─╟℮⌂ ╩∆═⅝⅛╩ ∆╢⁹ 

} ≢№╢⁹ 

⅜ ⁸╣↕כ♃♬⸗⌐ ─ ⸗♦ꜟ╛∕─ ≤ ≤

⅜ꜞfi◒↕╣≡™╢─≢ ─ ⅜ ⌐ ┘≈™≡™╢⁹ 

 

次の 3つのステップにより、効果的な意思決定システムが提供できる：  

} ─  

ⱦ☺Ⱡ☻ⱪ꜡☿☻╛ⱦ☺Ⱡ☻ ≢⁸ ─№╢ ─ ╩

⇔⸗♦ꜞfi◓╩ ™ ∆╢⁹. 

☻ⱦכ◘ {                         

ⱦ☺Ⱡ☻ꜟ⁸☻◒▫♥ꜞ♫▪⁸ꜟכ ─ ╩ ╖ ╦∑≡ ╩ 

™⁸ ╩☻ⱦכ◘ IT◖fiⱳכⱠfi♩≤⇔≡ ╖ ╦∑╢⁹ 

} ─                          

─☻ⱦכ◘╢™≡⇔ ≤ⱦ☺Ⱡ☻ ╩ ⇔⁸ ⌐

≢⅝╢⁹ 
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Contact Us 

If you have any questions about Decision Management Solutions or would like to discuss engaging us we 

would love to hear from you. Email works best but feel free to use any of the methods below.  

Email : info@decisionmanagementsolutions.com 

Phone : +1 650 400-3029 

Fax : +1 650 352-9247 
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